
天草最高峰倉岳ウォーク

棚底城跡・川草刈作業（第１回）

棚底地区盆踊り

日

水

日
日

倉岳町ふるさとまつり
えびす祭り・マラソン大会

2019年度主な事業計画

倉岳町内一斉避難訓練
棚底地区敬老会
棚底地区』スポーツ大会
倉岳町民体育祭

木
日
日

総会
棚底史跡めぐり＆ウォーキング

棚底城跡・川草刈作業（第２回）
世代間交流事業

10月13日
10月27日 棚底城跡・川草刈作業（第３回）
11月11日
11月24日
1月12日

日
日

日
日
日

 　　fax６３－７５４４

倉岳町棚底１７８６－４
棚底地区
コミュニティセンター

℡６４－３６６４

7月28日

8月14日

9月1日
9月8日

9月22日

令和元年５月号

棚
底
地
区
振
興
会
報

ア
イ
ラ
ト
ビ
カ
ズ
ラ

棚底地区振興会

4月11日
4月21日
5月12日
7月7日

棚底地区振興会　　会報№１６１（元、５、１）

日
日

 小・中学生の作品コーナー 

井戸 

 
今
晩
は
、
年
度
初
め
の
ご
多
忙
な

時
期
に
も
関
わ
り
ま
せ
ず
、
ま
た
、

お
仕
事
等
で
お
疲
れ
の
中
、
平
成
最

後
の
棚
底
地
区
振
興
会
総
会
に
お

繰
り
合
わ
せ
、
多
数
ご
出
席
頂
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
ご
来
賓
の
天
草
市
議
会
議

員
の
鶴
戸
継
啓
様
、
天
草
市
役
所
倉

岳
支
所
長
の
福
本
英
樹
様
ほ
か
、
ご

来
賓
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
多
忙
の
中
お
繰
り
合
わ
せ
ご
臨

席
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
 

 
私
も
、
就
任
い
た
し
ま
し
て
一
年

経
ち
、
そ
の
間
、
振
興
会
独
自
事
業

と
し
ま
し
て
四
月
の
探
検
ウ
ォ
ー

ク
を
皮
切
り
に
世
代
間
交
流
事
業
、

敬
老
会
、
地
区
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
天

草
最
高
峰
倉
岳
ウ
ォ
ー
ク
に
総
勢

８
０
０
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
草
刈
り
作
業
等
で
は

役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
合
わ

せ
１
８
０
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
そ
の
外
、
共
催
事
業

等
に
お
き
ま
し
て
も
、
計
画
い
た
し

ま
し
た
行
事
等
す
べ
て
盛
会
裏
の

う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
皆
様
方
の
ご
協
力
、

ご
尽
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
 

 
さ
て
、
本
年
は
、
平
成
か
ら
令
和

に
代
わ
る
新
し
い
年
で
も
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
棚
底
地
区
振
興
会

と
致
し
ま
し
て
も
、
新
し
い
事
業
へ

の
取
組
み
と
し
て
、
棚
底
に
誇
る
宝
、

棚
底
城
跡
、
指
定
か
ら
十
年
に
あ
た

り
、
ま
た
、
棚
底
城
跡
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
計
画
も
徐
々
で
は
あ
り
ま
す
が

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
市
長
も

道
の
駅
構
想
を
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
研
修
の
充
実
を
図
り
、
組
織
化

へ
繋
げ
、
ウ
ェ
ー
ブ
の
駅
の
内
容
充

実
と
棚
底
の
良
さ
を
発
信
し
、
来
訪

者
へ
の
対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
各
イ
ベ
ン
ト
に
於
い
て
参

加
し
て
よ
か
っ
た
、
楽
し
か
っ
た
、

と
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
事
業
の
推

進
を
今
年
度
は
、
実
施
し
た
い
と
考

え
、
今
ま
で
の
探
検
ウ
ォ
ー
ク
か
ら

史
跡
め
ぐ
り
コ
ー
ス
と
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
に
分
け
て
の
開
催
な

ど
計
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

 
今
年
度
も
、
色
々
な
事
業
等
計
画

実
施
、
運
営
に
い
た
る
ま
で
役
員
の

方
々
に
は
、
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

稲
津
会
長
あ
い
さ
つ
 

棚
底
地
区
振
興
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 平成３１年度棚底地区振興会総
会が４月１１日（木）に多目的研修集
会施設で開催され、部会員ら６１名
（委任１５名含む）が出席した。 
 初めに稲津振興会長があいさつ
（下に原文）、続いて来賓６名を代表
して鶴戸市議からご祝辞を賜った。
議長に、体育部会の高田さんが選
出され、議事を進行して頂いた。 
 ３０年度事業経過報告、収支決算
を事務局から一括して説明、審議さ
れた。監査報告を挟んで更に３１年
度事業計画、予算（案）の議案を審
議、特に質問もなく執行部原案どお
り可決承認された。令和に相応しい
新たな時代の幕開けとなった。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

研
修
の
充
実
を
図
り
、

来
訪
者
へ
の
対
応
を
！
 

力強く挨拶される稲津会長 



世　帯　数 人　　口

1,098（-2）

浦 288（0）

　人口動静

３月末

288
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棚　底

３月末 ２月末

671（-7）

高齢化率
４７.８１％

２月末

678

483

2,761（-12）

481（-2） 1,100

995446（+1） 992（-3）

合　計 1,216 1,215（-1）

宮　田 445

2,773

主な行事予定 

           ５月１１日（土）～２０日（土）                                  春の全国交通安全運動                             ５月 １２日（日）棚底城跡・川草刈作業                                                  ５月 １９日（日）倉中体育大会       ５月２６日（日）倉小運動会                     （予定のため変更になる場合あり）          

棚
底
城
通
信
 
第
３
５
号
 

 平成も終わり、令和時代となりました。棚底が文献資料

に初めて出現したのは天文１３年２月２日の「上津浦親類

中、棚底下城」です。そこから元号が変わること４７回！棚

底城跡がいかに長い期間存在しているかが分かると思い

ます。元号は「大化」から始まり、「令和」で２４８番目です。

「令和」は万葉集からとられていますが、これは異例のこと

なのです。これまでの元号は全て中国の古典から引用さ

れていたので、１０００年以上の伝統が変わった歴史的瞬

間に立ち会ったということになります。 

 ちなみに、令和元年７月２３日は棚底城跡の国指定１０

周年記念日でもあります。皆様にとっても思い出深い一年

となりますように。 
                    （天草市文化課 宮崎） 

【棚底城跡は少しスッキリしました】 

 
初
夏
を
思
わ
せ
る
好
天
気
に

恵
ま
れ
た
４
月
２
１
日
（
日
）、

『
棚
底
史
跡
め
ぐ
り
＆
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
』
を
開
催
し
、
町
内
外
か
ら

１
５
０
人
を
超
え
る
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
 

 
棚
底
城
跡
や
石
垣
群
な
ど
の

文
化
財
、
豊
か
な
自
然
や
集
落

景
観
と
い
っ
た
棚
底
の
魅
力
を

体
感
し
て
頂
き
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
の
健
康
増
進
や
相
互
の
親

睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
、
地
域
づ
く
り
部
会
が
行
っ

て
い
る
事
業
で
す
。
 

 
今
年
は
、
昨
年
ま
で
の
「
棚
底

探
検
ウ
ォ
ー
ク
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
歩
く
「
史
跡
め
ぐ
り
コ
ー

ス
」
と
自
分
の
ペ
ー
ス
で
長
め
の

距
離
を
歩
く
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
」
に
分
か
れ
、
棚
底
を
堪

能
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 
ゴ
ー
ル
後
は
、
お
に
ぎ
り
弁
当

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
倉
岳

の
特
産
品
が
当
た
る
お
楽
し
み

抽
選
会
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
 

 

平
成
３
０
年
度
も
押
し

迫
っ
た
３
月
２
７
日
に
市
都
市

計
画
課
か
ら
春
植
え
用
の
花
苗

が
届
い
た
の
で
、
３
０
日
（
土
）

朝
７
時
か
ら
植
栽
作
業
を
し
ま

し
た
。
 

 
年
度
末
の
慌
た
だ
し
い
時
期

で
急
な
呼
び
か
け
に
も
関
わ
ら

ず
２
３
名
の
部
会
員
が
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。
 

 
振
興
会
花
壇
は
、
土
壌
が
固

く
、
石
こ
ろ
も
多
い
の
で
維
持

管
理
が
難
し
く
今
回
も
か
な
り

雑
草
取
り
に
苦
労
し
ま
し
た
。
 

 
し
か
し
、
皆
さ
ん
の
お
蔭
で

花
壇
の
整
備
と
除
草
が
ス
ム
ー

ズ
に
捗
り
、
サ
ル
ビ
ア
５
０
株
、

日
々
草
１
０
０
株
を
植
栽
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 
連
休
明
け
頃
に
は
、
き
れ
い

な
花
が
道
行
く
人
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

えびすビーチで記念撮影＝ウォーキングコース 

アイラトビカズラから移動中の史跡めぐりコース 

黙々と除草作業する部会員ら＝振興会花壇 


